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教育：Education for Sustainable Development）とは，これらの現代社会の課題を自らの問題














































文部科学省が ESD の取組を推進強化するために平成 26 年度より開始した「グローバ



























Ⅲ 広島 ESDコンソーシアムにおける取組 














１. 広島大学附属小学校 教諭 西原 美幸氏「グローバル人材育成と小学校英語科」
２. 広島県立広島中学校 教諭 物見 優氏
「『持続可能な社会』づくりの担い手を育むディベートの授業」
３. 広島県立呉三津田高等学校 教諭 賴岡 由美氏 「詩のボクシング」
コメント 福山市立大学 教授 田渕 五十生氏




広島大学 教授 深澤 清治氏 
 
【午後の部 講演－グローバル人材育成のためのコミュニケーション能力の育成－】
１. 文部科学省・国立教育政策研究所 教科調査官 濵野 清氏
「対話や学習者中心の授業を支える ESD」
２. 広島修道大学 教授 菅尾 尚代氏
「ダンス教育によるコミュニケーション能力の育成」
３. 東北学院大学 准教授 渡辺 通子氏
「国語教育史から学ぶコミュニケーション能力―『話さない』ことは
『考えていない』ことか―」
４. 愛媛大学 准教授 吉村 直道氏
「協調的な学力，数学的な態度に貢献する数学的コミュニケーション」




















































日時 2016年 12月 10日（土） 10:00～16：50







【午前の部 第３回広島県ユネスコ ESD大賞表彰式】 
○広島県ユネスコ ESD大賞
１. 小・中学校等部門：熊野町立熊野中学校
   「地域の伝統と継承を目指して－筆をテーマに－」
２. 高等学校等部門：広島大学附属高等学校
   「教師が“つながる”・教育活動を“つなげる”－ユネスコスクールとして取り組んだ
ESDの 10年」
  





   「活動と参加型教材づくり」
４. 映像部門（学校）：福山市立駅家西小学校
   「自律と共生を目指し，主体的・協同的に学ぶ子どもの育成
      －ESDの視点を取り入れた授業づくりを目指して－」
５. 個人（学校部門）：沖西 啓子氏 （広島大学附属小学校）
   「ラムサール条約登録地の宮島から世界の環境保全を考えよう」
○広島大学教育学研究科長賞
・ 広島県立府中高等学校




沖縄科学技術大学院大学 理事長補佐 浅井 孝司氏
「持続可能な社会の構築を目指して－ESDの軌跡と今後の展望」
○実践発表
１. 尾道市立山波小学校 教諭 岡田 將平氏
「ESDの視点に基づいた『総合的な学習の時間』」
２. 福山市立福山中学校 教諭 八幡 愛氏
「ESDの視点で取り組む授業，その他領域での実践
－オーストラリア・韓国からの生徒を迎えて－」
３. 英数学館高等学校 教諭 比羅岡 信子氏
「総合学習としての ESD」
４. 韓国ミチュホル外国語高等学校 教諭 ノ キョンヨン氏
「ミチュホル外国語高等学校における ESD」








































































2016年８月 21日 ミュンヘン→ニュルンベルク（ Dokumentationszentrum 
Reichsparteitagsgelände ドク・ツェントルム ナチス党大会会
場跡）→ミュンヘン
































































図８ ダッハウ強制収容所跡 図９ ダッハウ強制収容所跡見学の様子 




















広島大学大学院教育学研究科は，平成 28年度文部科学省の「平成 28年度 ユネスコ活
動費補助金 グローバル人材の育成に向けた ESDの推進事業」に採択され， ESD ・ユネ
スコスクールの普及・推進を行うために，「グローバル人材を育成する教員を研修・養成す
るための ESD コンソーシアム」として広島 ESD コンソーシアムを設立した。本共同研究
プロジェクトは，それと連動して活動するものである。広島 ESDコンソーシアムは，広島
大学のグローバル人材育成の取り組みとも連携し，グローバル人材を育成する教員を研
修・養成することを目的とし，教育委員会，ユネスコスクール，地域等が一体となった各
種の企画を実施した。
特に，持続可能な社会を形成する担い手の育成という ESD と関連させたグローバル人
材育成をはかることができる教員研修や教員養成を目的とした ESD研修会は８月と 12月
に二回開催し，単なるイベント的な企画ではなく，内容を深く掘り下げた内容の濃い研修
会となった。課題としては，研修会だけではなくグローバル人材を育成する教育プログラ
ムの創造のために現職教員と大学生に対して平和・環境・国際理解をテーマとしたワーク
ショップなどの多様な教員研修を企画し，それらの企画に対して教員を志望する学生や大
学院生も参加できる体制を作ることである。グローバルマインドを持った持続可能な社会
づくりに貢献できる人材を育成する教師教育に力を入れるために，様々なレベルでの多様
な研修企画を立てることを課題としたい。
（由井義通＊）
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